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母親東国越動^ ネットワークに閲する一孝涙
東象眼玖掌ヽ鬼瓦家政 齢 木百合子

目的　 今 日･利家庭 や 兇 成社 食c･･船 巳は 、 子有t: にさまrt  な影^ £゙ 及ぼ し
ヽ 解決 し0^け

れぼならな い課慧 カリ 々 存危 万 る、中v も（ ヵヽ vヽ liつ･) J   ^ 紬 ふ は.    家庭 や光 咸社冷I  - 訊'

て人fl]fi5係 哨刄 ）ヽ、 弱痢 臨 生み. 子有t に携 わ^  笹 縁 の孤£化 々招 し? 有?  は 家族や

遮 隣私 蔵 の人 々の 協か 連 儒が あ7 て蔵 し得る のであ･る。 そ こz" 、ヒ吻 ぶうな方 釦 り 、

て/いﾖ の ｝育z の疫 が む 閉レ 、I 有て をめぐ ■7 7  A  々 が 協力.  漣^ し, ネッI- ワークブ

くＨ し ていけ わ ｀ヽ そ^ 可能性 ＆良践例 よ') 明り にヽ ずる。

方略、 刻f  児童 営肩 呪玄 で良施 しZ  "り 母 親 系図浮動（ 母 子集 団 廓

ﾀ/牛麗丿 ふリ心理 ＼. 創ｲ 掻i 、A'- フツ ーi-i な う劇 活動&  中･^' に孝泉?  弓 、

錯 県　 工･ じ理劇 り 勁 秀動（ 刺子 後半后＼司噂動)    実際 に直梓的 に心が"^ 、他 の^.

母親 、指 導老 でzちと役割^ 取 、 てJ るヽ まう俤験 まヽ最初 とまどい.   堅 之な どが あ`-§ が をの と

き に 刈 彫2,r 新 し 吋 うヽまい 方^  可 絶性を見 フけIr  どもヒ乙う出/必い方 、んb  の犬存 のし

方ヵ切 成！ 畝-る。 工 知 蹟 悌 動（ 七 八 リ ） 毒畑 内暦 ＆相吠 す^ 渥牡 で%  吋･･ 辰

ま 、矛 恥I-  ども の考 卯の し方（ 胤 寥・演考j ）等、フ ビも募 困 ＼iの 々ヽ o-め'J i  巻繊 叱L て

創 作1 弓。母 親間 のコ ミ、 ―ケーシa ンが弟禿化 し母親 集団 とし て必 まヒ ま'J が 践̂葦I" な

弓・JL　 ペーデ ナー トに ぶ‘ る劇 玲動( クリス マ刈 跡)     ペーフ？ － トブく クき躯庭 で
ム｝d　　　　　、t　　l　い　。－　　‘ ｊ　-　ﾐｰJ　●　　　　　　　－■■

．　 －　　
” ・　　　　 ’　 ■　ｆ　　 ゛　　　 ノ　　vf ゛~’

免 親 、 き ょ うrc'"i 吋 洽 酉f^ 。 嫁 動 時 間 後 も 母 布4: が 自 抑 夕に 孚 ど も達 を 県 万 釧 と刷
、

製 作 を 担 当 ず いj と雇径 取 り 合 っ て 劇 落 動 ・ 平 備 と す お 衣 族 、暮 彫 雌ｸ ・/ ツ バ －ヽ の 協 が

､^ _1^　、--　ゝ 　･."り ー　　　 ゝ　　ａ　　　　　　　 ゝ

■　　　I.
。－　－　－

”･fWW ” ■/■       -/ ゙匁 作 を担 当 ずいj と雇径 取 り合 っ て劇 落 動・ 平 備 と すお 衣族 、暮 団

連 猿がl> ら ホご｝有Z  の ネ バ ーワ ー ク が氷 穴-^  ? ．　 研 呪蜘 ヵ%  （ 吉
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"I　中野　 島田)

品 の品 質 表 示 と 購 買 行 動 と の 関 係

大 家 政　 ○ 田 近 陽 子 、 岡 崎 比 佐 子、 加 藤 翠、 金 崎芙 美 子 、 柳 道 子
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結 果　 品 質 表 示 の 役 割 は 、 購 買 品 目 の 種 類 に よ っ て 差 が 認 め ら れ た 。 乳児 お もち ゃで は

提 示 し た す べ て の 表 示 の 必 要 性を 高 く 認 め て い た もの の 、 読 ま な か っ た もの か 比 較 的 多 か

っ た の は 重 量 表 示 、 内 容 量 、 ＳＴ マ ーク な ど で あ っ た。 情 操・ 教育 の 講 座 に つ い て は 全 体

で29 ％ が 知 ら な か っ た が、 認 知 率 は 都 市 の方 が 高 か っ た 。 講 座 の受 講 経 験 者 は 全 体 で 約10

％ で あ っ た。 紙 お む つ は使 用 経 験 の無 か っ た 者 は1.  3％に と ど ま っ て い た。 紙 お むつ の 品質

表 示 で は 、 サ イ ズ 、 価 格、 商 品 の 特 徴、 素 材 な ど の 必 要 度 が 高 く 認 め・ら れ て お り 、 低 い も

の は、 性 別 、 昼 夜 別 、 処 理 方 法 な ど で あ っ た。 ベ ビ ーカ ーの 未 使 用 者 は き わ め て少 数 で 、

表 示 項目 の 大方 につ い て 必 要 性を 高 く 認 めて い た が、 低い も の はS    G マ ー ク 、 年齢 な ど で

あ っ た。
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